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所 属： 産科婦⼈科館出張 佐藤病院
⽅ 法
Ø 研究デザイン： 後ろ向きコホート研究
Ø 調査期間：   ２０００年１⽉〜２０１４年１２⽉
Ø 対象者：    当院で正期産にて出産した２２，６６1例
                                ⺟体年齢： ３１.７ ± ５.８ 歳
                                  初産婦   ：   ５４.１％
Ø 調査⽅法：    カルテ情報収集






Ø 倫理委員会：  産科婦⼈科舘出張 佐藤病院の倫理審査許可






	Mean ± SD or n (%)
分娩時妊娠週数(週)       39.1 ±  1.1出⽣体重(g)    3,061.0 ± 367.7







年齢(歳)      29.7± 4.9      31.5± 5.8 p＜0.01








やせ (BMI < 18)        10 - 12 kg (BMI < 18.5)             9 - 12 kg
標準 (BMI 18 〜 23.9) 7 - 10 kg (BMI 18.5 〜 24.9)  7 - 12 kg
肥満 (BMI ≧ 24)          5 -   7 kg (BMI ≧ 25)                 個別対応 














































































（Takimoto, 2004) (Nakamura, 2007)
・痩せ⼥性の増加
・厳しい妊娠中の体重増加制限
